


（２） 学習指導計画（全２時間）

時 主な学習活動 ポイント 評価の観点

電流が流れるのはどんなときか

１ 乾電池 2個，豆電球 9 通りのつなぎ方を確認し，明るさを比べさせ 関 進んで実験をしよう
本 2 個を使ってつくる る。 とする。

時 ことができる回路を 乾電池のつなぎ方が明るくなるのは，豆電球の 思 乾電池・豆電球のつ

考え，明るさの違い つなぎ方が明るくなるのはどれかを発表させる。なぎ方で明暗の法則性

を確かめる を考察する。

２ 電気図記号や回路図 実際に前時の回路図を記入させる。 技 正しく書く。

を書く

（３) 本時の指導

① ねらい

・電流回路に興味・関心を持ち，電流の道すじとしての回路を理解する。

・乾電池，豆電球の直列回路，並列回路を作ることができるようにする。

・明るくつく回路，暗くつく回路を確認し，規則性を考察できる。

② 準備物

ワークシート，豆電球(ソケット付）１個，乾電池(ホルダー付）１個，導線 2本
③ 指導過程

学 習 活 動 主な発問と予想される生徒の反応 ◇留意点★評価の観点

１ 乾電池 2 個，豆電球 2 ○ワークシートをもとに 9 種類のつなぎ方 ◇乾電池，豆電球それぞ

個を使ってつくることがで を考えよう。 れ直列と並列があること

きる回路を考える。 に気づかせる。

★進んで実験をしようと

する。関（観察）

２ 実際に回路をつくって ○各自で豆電球 1 個を乾電池 1 個につない ◇明るさに関しては①を

明るさ比べをしてみる。 で明るさを確認しよう。 1 として直感で記入させ
○ 2 人一組で 9 種類のつなぎ方を行い，明 る。※ 1

るさ比べをしよう。 ◇乾電池を３つ，4 つと
つなぎ豆電球をきる生徒

が出てくるので注意す

る。

３ 一番明るくつく回路， ○明るくつくのは乾電池，豆電球がどんな ★乾電池・豆電球のつな

暗くつく回路を発表し確認 つなぎ方の時か ぎ方で明暗の法則性を考

する。 ・乾電池が直列，豆電球が並列 察できる。関（発言，ワ

○暗くつくのは乾電池，豆電球がどんなつ ークシート）

なぎ方の時か

・乾電池が並列，豆電球が直列



５ 参考資料 (1)ワークシート

乾電池 2個と豆電球 2個の明るさ比べ
2年 組 番氏名

①乾電池 1個，豆電球 1個 ②乾電池 1個，豆電球直列 ③乾電池 1個，豆電球並列

明るさ

１

④乾電池直列，豆電球 1個 ⑤乾電池並列，豆電球 1個 ⑥乾電池直列，豆電球直列

⑦乾電池直列，豆電球並列 ⑧乾電池並列，豆電球直列 ⑨乾電池並列，豆電球並列

(2)電圧の指導例

豆電球には 1.5V 豆電球には 3V 豆電球には 4.5V

乾電池を何個並列にしても電圧は 1.5V 豆電球を何個並列にしても電圧は 1.5V

豆電球を直列にすると この場合は 3Vを この場合は 3Vを
0.75Vずつ 2個で使うから 1.5Vずつ 3個で使うから 1Vずつ

豆電球が直列の場合は各豆電球にかかる電圧の和が全体の電圧になる。

豆電球が並列の場合はどの豆電球にも同じ電圧がかかる。



(3)電流の指導例 オームの法則を使って，

豆電球の抵抗は 8.3Ω程度だが，計算しやすいように 7.5Ωとして計算させる。

このときの電流は 1.5V／ 7.5Ω＝ 0.2Ａとなる

このときの電流は 0.75V／ 7.5Ω＝ 0.1Ａ このときァの電流は 0.2Ａが 2つなので 0.4Ａ
豆電球が直列の場合はどの豆電球も電流は一定。

豆電球が並列の場合は各豆電球に流れる電流の和が全体の電流になる。

(4)発展 電力Wを使って なぜ電圧が大きくなると明るくなるのか

豆電球には 1.5V 豆電球には 3V 豆電球には 4.5V 豆電球には 0.75V
電力は 1.5× 0.2=0.3W ３× 0.4=1.2W 4.5× 0.6=2.7W 0.75× 0.1=0.075W
電力（発熱量）は乾電池が直列の場合４倍，9 倍となってしまう。（豆電球が直列の場合は１／４倍）

豆電球が明るくなるのは電圧が上がると電流も上がる，すなわち両者の積の電力が上がるからで

ある。→ワークシートの明るさ※ 1につなげる。

(5)パフォーマンステスト 電流計と電圧計のつなぎ方と読み方のパフォーマンステストを行う

正確につないで読めるようにする。200mAが 0.2Aであることを確認する。

(6)小学校との関連等
電池は内部抵抗のため電圧降下を起こしたり，豆電球も抵抗値が安定しないため，実験では電源

装置やセメント抵抗を使用するが，身近なものと言うことであえて乾電池，豆電球を使用した。こ

の乾電池 2 個と豆電球 2 個の明るさ比べを小学校で行っていると，中学校でのさらなる定着が期待

できる。

ア


